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海外博物館との交流

昭和46年内藤記念科学振興財団の一事業と して開館し

た「くすり侍物館」は，僅か 4 名の館員の博物館である

が， アメリカそしてプランスと相次いで海外の資料を日

本で展示している 。 そのいきさつなどを御紹介したい。

昭和44年くすり博物館設立構想を抱いた内藤豊次理事

長(昨年88歳で死去〕は，欧米諸国の博物館視察に出かけ

た。その途次ワ シ ン ト ンにあるスミソニアジ研究所の一

部門である国立歴史技術博物館(以下NMTH と略す)

を訪問し，企画運営などについて懇談し有益な助言を得

ている 。 昭和46年春の当館の開館式にはNMTHを代表

してハマネ ー博士(薬史学担当官)が来 日， 祝辞を述べ

るとともに特別講演をしてくださった。 その後， ヒンド

ノレ館長の来館， ハマネー博士の再三度に渡る来館など，

NMTH と当館は人の交流，情報の交流が続いている 。

一昨年11月私は約 1 カ月の日程で， アメリカ各地の医

薬系博物館， 図書館の視察に出かけた。 まずワシントン

lζ直行しNMTH !ζ ヒンドノレ館長を訪問し， 昼食を共に

しながら懇談した。 その席上，両館の収蔵資料による

「交換展示」を提案 したと乙ろ ， ヒシドノレ館長は 「それ

はすばらしいことだ」と即座に賛意を示し， 早速医薬部

門長のコンダラタス博土を館長室 lζ呼び紹介するととも

に， 交換展示を実現するよう指示を出された。

その後数度の手紙やテレックスのやりとりがあり，昨

年 9 月下旬 165 点の資料が成田空港に到着 した。主とし

て1800年代の資料で ， NMTHから海外 l己資料を貸し出

すのはこれが初めてとの乙とであった。

内藤記念くすり博物館

こうして交換展示による特別展 「アメリカに見る医学

の歴史 19世紀を中心として」がオープンしたのは10

月 13日の乙とであった。

オープニングセレモニーには， 在日アメリカ大使館 ・

国家科学財団東京事務所長のエパート ・ アシュビ一博士

も出席された。

ζ の展示は本年 5 月中釦まで開催する。
一方，アメリカ側では会計年度が 1 月から始まる乙と

でもあり ， 開催が遅れ， 今年 2 月 14日「伝統的日本の薬

とその絵画J (Traditional ]apanese Medicine and 

its Graphics) と題 してオープンした。

会場入口には ， r 乙の特別展はスミソニア ジ研究所が

初めて日本の博物館と交換展示をしたもので， 内藤財団

創立10周年を記念し開催するものである」 と掲示された。

「アメリカに見る医学の歴史ー|展示
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「アメリカに見る医学の歴史」展示風景 固い握手をかわすアシュピ一博士(右)と青木館長

オ ープニング ・ レセプションには ， 当財団の内藤祐次 援で開くことにした。

理事長夫妻が出席したほか，在米日本大使館の方々 ， 報 「人類の恩人 ノレイ ・ パス トウ ーノレ展」は次のj辺り聞

道関係者なと約 200 名が参加し盛大に行われた。 その模 催される 。

様は新聞紙上はもとより TVでも放映されたとの乙とで

ある 。

当館では乙の交換展示を記念し， 100 年ほど前の薬の

4 月 4 日 ~4 月 26 日 東京梅沢美術館

5 月 1 日 ~5 月 13 日 大阪三越

5 月 31 日 ~ll月 30 日 岐阜くすり博物館

ひきふだ(錦絵) 2 種を複製し，さらに英文の iHistory オ ープニングセレモニーのテープカットには駐日フラ

of Medicine in JapanJ を出版し， オープニ ジ グ ・ ν ジス大使も出席され，日仏文化交流を祝してくださるこ

セプション出席者に贈呈 し好評であった。 とになっている。

日本からの出品物は86点で， はしゃ絵，富山絵， ~の

ひきふだなどの刷り物，版木， うるし細工の薬簡など， 海外からの資料で最も難渋したのは ， 通関業務であっ

いずれも厳選した美しいものである 。 NMTHでは医薬 た。

部門と，グラブィック ・ アート部門が協同して特別展を 100 年以上前の売薬が 10数点来たが，成分が不明で申

担当した。 請書 l乙記載できなかったり，薬事法では日本圏内で販売

が許可されていない薬は輸入も展示もできない乙とにな

パス トウール研究所の附属博物館の資料の借用につい っており ， 許可をもらうのに再三関係官庁に出むかねば

ては 2 年ほど前より当財団と関係の深いエーずイ株式 ならなかった。

会社のパ H 駐在事務所の松岡さんを迎じて打診を続けて パス トゥーノレ展の時は前例にこりて， 多少は要領良く

きた。 作業を進める乙とができたが， パストゥ ーノレが研究に用

私は昨年 5 月マ ロニエの花盛りのパリに出かけ ， 松岡 いた動物の血液の入った試験管類は通関 l乙苦慮した。

さんと共lζパストウーノレ博物館を訪問した。 パストゥ ーノレ博物館では 100 年ほど前のもので， カナ

ベニシ ュー館長(女性)の歓迎を受け ， 館内を見学 ダやアメリカでは通関に支障は無かった，というが，日

し， さっそく資料借用の交渉に入った。特別に難しい問

題は無く，極めてスムース lζ貸供の覚書にサインする ζ

とができた。

パス ト ゥ ーノレ博物館の資料は， 2 , 3 海外へ貸し出し

たととはあるが，今回ほど多くの資料を海外へはもとよ

り ， 館外へ出すのは初めてとの ζ とである。(大阪で万

国博が関かれたとき ， パストゥーノレ関係資料が数点展示

されていた。)

たまたま今年は第20回日本医学会総会 (4 年に一度開

催される)の年でもあり，パストゥーノレ展は 日本医師会

主催，内藤記念科学振興財団協賛，駐日フランス大使

館， パストゥ ーノレ研究所 ・ 博物館， 朝日新聞社などの後
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本では通関は~tかしいものであった。

万一破損した場合， 有害菌がばらまかれる恐れがある

ので，幾重もの防禦装置をするという乙とで話し合って

いる。 ( 3 月末の時点でまだ許可がおりず税関lζ止まっ

ていた。)

通関がおくれることを見越し， 図録用の写真は税関の

倉庫内で撮影し，図録作成は聞に合つ 7よ
当然な ζ とながら資料にはすべて保険をかけたが， ア

メリカの場合，各資料の評価額は極めて低額で， 従って

保険料も安かった。評価額は入手時のもので， 再評価し

ていないためだろうか。それに反し， 当館からの資料の

保険金額は相当な額であった。

乙れら交換展示がきっかけで， NMTH と当館では新

しい幾つかの企画を今後検討することになった。例えば

資料の複製， 世界的レベノレでの薬学薬業関係資料の調査

などである。それらの打合せもあって， 近く NMTH よ

りコンダラタス博士が来日する予定である。

特別展の開催にこぎつけるまでに， エーザイ株式会社

のそれぞれのエキスパート(例えば語学，.ìill関業務，編集

白鳥の首型フラスコ . 培養液が腐敗するのは空気中

の微生物が原因である . 細い曲った管を通って微生

物は入り込めないから液は腐らないととを証明し，

「自然発生説」を否定した.

など)の全面的な協力が得られた乙とを感謝している。

なお「アメリカに見る医学の歴史J 展は古田恵子学芸

員が， 1-人類の恩人 ノレイ ・ パス ト ゥーノレ」展は井門千

盟学芸員が主として担当 した。

(館長青木允夫)

自‘， M"、，・、.、"'" ‘v' “円J‘u ‘・ a 司、 ，、"‘v' ・ ，"o.J"..・‘ ・戸、円，，'、， ' ， . '、 r・.， ' ・ . " ， ，.、， 、.‘・ 号、 F‘ . . . . . . ・ ~ ~、，、 "、 ，、 ・・ '・ .. . ， .，，_・ "ーし同 ，

【新しい展示】

「みんなのくるまー一一自動車」 オープン

科学技術館

はじめに シミュレー ションコーナなどで使用するハンドルやペタ

当館では毎年最低 1 部屋(約 330rrü の展示室を更新 ノレ類もほとんど本物を使用した。総製作費は 9， 000 万円

しているが，本年 (53年度〉は標題のとおり「自動車」 であったが， 実際の価値は 1 億を越えているものと思わ

をテーマとした展示室を更新し ， 4 月 6 日 lζ オープンし れる。

た。

自動車は御存知のとおり ， すでに私たちの生活に欠く

乙とのできない道具として社会的な位置つeけをされ，ま

たメカニズムとしても耐久力とオペレーションの容易さ

からその構造をまったく知らなくても大衆のものとなる

性質を持っと乙ろまで改良が進みきったものである。 し

かしながら大衆化し普及率が高まる乙とによってもたら

される弊害も当然増加してきている乙とは明らかで， と

くに交通事故， 騒音，排気ガス ， 渋滞など社会問題化し

てきている現実も見逃すわけにはゆかない。

私たちは今回の自動車の企画に当たり ， そのメカニズ

ムをより具体的 lζ理解させる乙とは当然の乙とながら ，

すぐれたメカニズムがすぐれた社会財として存在し続け

るための乙れからの課題にも目を向けるべく留意した。

今回の展示では我が国の自動車メーカ一会社に協力し

ていただき，エッジンやトランスミッショ γ(変速機)

などの実物カットモデノレを出品していただいた。ま た，

展 示 の 概 要

1 君は名ドライパー

乙のコーナは， 運転する乙との楽しさと共に正しい運

転技術，道路の情況変化lζ対する判断能力を試してみよ

「君もメカ博士」のエンジシコーナ
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うというコーナであり 3 つの展示に分かれている。 内容は，車の歴史物語の PART 1 と 1 台の車を

1 つはラジコ γを使ったミニカーの運転コ ー ナ。 ζ れ つくるのにたずさわる人々を描く PART rr を 1 本の

にはとくに大きな意味はなく，幼児や小学生がレイアク フィノレムにまとめたものである。ともするとつまらなく

卜された道路上を上手なハ ンドルサパキでミニカーを走 なりがちな内容を，アニメ ー ションを多用する乙とによ

らせるものである。オープンしてからは， 主に大人や高 って楽しく分かりやすいもの とし， 子供たちのほか， 御

校生が楽しんでいるのは皮肉なことであるが。次がドラ 婦人にもよろこばれている。

イプ判断グーム。乙れはテレビモニタにあらわれてくる

いろいろな道路情況の変化に対応 して， プレー キ ， アク 4. 走れ/シースルーカー

セノレ，ハジドノレをどのように操作すべきかを競うグーム 乙の部屋のメインとなる小ホーノレである。約30人分の

である。そしてオート パイの正しい乗り方を教えるゴ ー 観客席。 乙とには 5 人分の運転席も設けられている。前

ナ 。いずれの展示も，オープシ以来ややグームコーナに似 方の舞台はターンテープノレになっていて，その上には 1

た盛況ぶりを示し，吸引効果は果たしていると恩われる 。 台の本物の乗用車が乗っている。 乙のクルマにはボデー

2. 君もメカ博士

自動車の基本的な各部のメカニズムを， 実物のカット

モデル，拡夫した可動模型などにより解説するコーナーと
ある。

ハンドノレから車輪までのステアリング系解説装置は，

実際に新車の必要部分をカットし， エンジンなどを全部

とりはずし，その動きが運転席から観察できるようにし

たもので，なかなかぜいたくなものとなっている。

またエンジシコ ーナにはオートパイ用が 2 種類，乗用

車用が 2 種類， ディ ー ゼノレエンジン 1 点の合計 5 点、が，

いずれもカットされ，ボタン操作で動作するように構成

され展示されている。乙のほかプレーキ，クラッチなど

は，実物のほか拡大した原理模型をペダルスイッチで動

かしてみるように構成されている。

がない。その代わりに，美しいアク 3 ノレのライジボデー

がとりつけられている。そのためクルマ全体のメカニズ

ムをそっくる見る ζ とができる。それだけではない。大

きなビデオモニタにあらわれる 1 人のレーサの説明と情

景描写K従って，すべてのクルマの各部分が全自動で動

くのである。ハンドノレ，ペタノレ，エンジン ， ガソリシや

空気， 排ガスの流れなど。物語の進行にあわせてタ ー シ

テーブノレが回転し，あらゆる方向からクルマの動き ， そ

の機能をみる乙とができるのである。

そして，さらに乙のコーナーを楽しくしているのは，

観客席側に設けられた運転席である 。 レーサは運転席の

観客 l乙呼びかける。 rさあ ， クラッチぺタノレを踏んで，

シフトレパーを 1 番に入れ ー J. 自の前のシースルー

カ ー もそのとおりに動く。まるで自分がシースルーカー

を運転しているような気分になる 。 リズミカノレな音楽，

カラーフノレ lζ変化する照明. 15分間の物語がアッという

3 ミニ劇場 聞に終わってしまう 。 人間とクルマのコシピネーショジ

乙乙は，タイヤを型どった円型スクリーン1(.投影され の大切さを感動しながら味わうことのできるコーナーで

る映画をみるコ ーナである 。 ある 。

走れ/ シースル ー カー劇場
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従来乙うしたメカニズムを理解させる展示

は固定されていて， 観客仰lがまわりを動きな

がら見るようなものが多かったが，乙とでは

観客を固定し， 展示物の方を動かす方法をと

り ， 新たな見せ方を試みたわけであるが， そ

の結果は乙れから出てくる ζ とであろう 。

以上のほかモータスポーツの世界をビデオ

で楽しむコーナや，自動車産業lζ関する情報

をラシダムアクセスできるスライドでみせる

コーナなどにより構成され，オープン直後か

ら大きな人気を呼んでいる。

諸氏の御高覧を賜り，御批評をお願いした

(山田英徳)
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【特別展】

「みなおそう自然のエネルギー」 展を開催

この催 しは， 当科学センタ ー設立10周年記念行事のひ

とつ と して行われているもので， そのねらいは， 使い尽

くさ れようとしている化石エネルギー，つまり石炭， 石

油等を燃料とする現在のエネルギー資源をすこしでも有

利に末長く 利用するためにエネルギー資源の大切さを訴

え る とともに， 科学技術の力で太陽の光や熱， 7)<.や風のも

つエネノレギ ーを新しく 人類に役立つエネノレギー源として

開発していくことの大切さを強調する ζ とにある 。

乙の特設展の期間は 4 月 27 日から 5 月 13 日まで。 特設

展会場面積は約1 ， 200 rrfで ， 設置している展示品は20点，

jfJli1設パネノレ25枚。 ゴーノレデンクィ ー ク と いう好条件にも

恵まれ， 開幕早々から連日大盛況である。

と乙ろで乙の催しの中心とな っ ている代表的な展示を

紹介したい。

1 太陽電池の働きを見せるコーナー

(1) 鋭で光を集めよう 。 3 枚の大型平面鏡で光を太

陽電池に集め(入館者自身が平面鏡を操作 して， 集光す

るしくみになっている)発電させる 。 ζ の太陽電池によ

っ て生じた電力を利用して噴水ポンプを作動させ小便小

僧が勢いよく 小便を飛ばす様子を見せるという展示であ

る 。 一方乙の展示は小学校 3 年生の理科学習「光とかが

みJ についても最適の教材になる。

(2) おもちゃを動かそう 。 屋根に太陽電池につけた

おもちゃのパスや， 頭に太陽電池をつけたすノレに対して

白熱灯の光をあてる と ， パスが走 り回 り ， サノレがシンパ

ノレをたた く。また太陽電池で電卓やラジオを働かせる。

いずれも入館者が楽しみながら太陽エネルギ一利用に

関する最新の科学技術について学べをコーナーである 0

2 人力発電コーナー

自転車のベタソレを踏んで発電機を回転させることによ

足ぷみ発電機

京都市青少年科学センター

ってどれくらいの電気を起乙すことができるのか。 発電

量をメーターで測定できるようにするとともに手前のロ

ボットが持ち上げるパーベノレの高さによってどれだけの

仕事をするか分からせる展示品。

チャレジジする子どもたちが殺到して，職員は整理iζ

汗だくである。言うまでもなく乙の展示品は，エネノレギ

ーの大事さを体感させようということにある 。

3 風力発電コーナー

高 さ 6mの鉄柱の先端iζ フ。 ロペラを取り付 け ， 風の力

で回転させ発電機をまわす装置。 風力，電力， 出力篭

圧，出力電流をデジタノレ表示するとともにその風力発電

でテレビを映して見せる 。

4. 簡易太陽炉で演示実験

小さな平面鏡を並べてつくった直径90cmのフレネ ノレ型

太陽炉を屋外に設置 し， 透明ジュア ーびんの中に入って

いる水が短時間で沸騰する様子を職員が随時演示実験す

る 。 子どもはもちろん大人もびっくりしている 。

乙のほか， 日本式水車を設置して水力発電を行うコ ー

ナー，ソ ーラハクスの模型， 燃料電池等々を設けて， 自

然エネノレギーの利用について紹介するとともに ， エネノレ

ギ ー とは何か， エヰ、ノレ ギ ーの種類とその移り変わり等エ

ネ ノレギーの基本概念、をパネ ノレや写真で解説している 。

も っ とも， ζ れをパヰ、ノレで解説するためには大変苦心

した。 しかも完全なものであると自負できるまでに至ら

なかった。 今後とも各方面から指導を仰ぎ後日 lζ役立て

たいと考えている。 (次長長沢勇)

ブ レネノレ型太陽炉
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映像展示解説装置 (ランダム・アクセス・スライド〉

大阪産業安全技術館

1. 開発の動機 ④価格は予定範囲内である ζ と。

当館では，従来より模型， 実物， パネノレなどによる展 以下，当館で開発した映像展示解説装置(ランダム ・

示の構成を行ってきた。 しかし，展示場スペースが著し アクセス ・ スライド) ILついで紹介する 。

く不足していること，また，安全技術の特質として実物 2 装置の概要

やパネノレなどでは表現が困難な場合が多く ， それらの間 スライドプロジェクター，テープデッキ，コシトロー

題を解説するため展示の一部に映像方式を導入する ζ と ラ，スク V -::/，電源部などより構成され， とれに 4 種

になった。 類のテーマのスライドおよび解説テープをセットしてあ

導入にあたり ， る 。 参観者は 4 個のセレク ト ボタンのうちから希望す

①従来の 8 ミリ映画や16 ミリ映画を自動的に上映でき るテーマのセレク ト ポタ γを押すだけで自動的に映像と

る装置には， いろいろ技術的に問題がある 。 音声が同調して解説が始まり ， そのテー7が終わると自

②安全教育， 安全技術など安全の展示には，動画より 動的に停止する機構になっている 。

も静止画像の方が説得力ある場合が多い。 3 . 仕 様

③映画フィノレムを自作するのは困難であるが，スライ (1) スライドプロジェクタ ー

ド写真，テープならできる。 1 台(ロータ 3 ーマガジン80カット)

などの点を，いろいろ検討した結果，映画方式ではな

く，スライド方式の採用を決定した。

スライド方式の開発にあたっては，他館ILて現在使用

されている各種スラ イ ド 仁映方式の調査を行ったが，そ

のままの形で導入するのが困難であるため， 当館独自の

方式の開発を行うことになった。

開発の条件は次のように設定した。

①参観者が数種類セットした内容のものから希望する

内容のスライドを任意にセレク トして観覧できる機

械をもつことっ

②設置スペースをあまりとらないとと。

③取扱いが容易で，故障ができるだけ少ないこと。

(2) 映写レンズ f =35mm 

(3) スライド 5 x 5 cm マクシトブイ ノレム

(4) スクリ ー シ 横 800 X 縦 520 一面

(5) フィルムプロック ランダムアクセス方式で 4 不等

分割

(6) 再生テープデッキ

4 台 ( 4 ト ラ y ク 2 チャンネノレ)

(7) テープ エンドレステープカートリッジ

3 号

(5) 本体サイズ 幅 1 ， 280 X 奥行 840 X 高さ 1 ， 720 

4. 妓術的検討の過程
ハードおよびソフトの両面よりみた前記仕様決定まで

の過程を参考に記述する 。

(1) 構成として考えられるのは， 図 1 のAおよびB であ

るが，それぞれを比較したのが表 1 および表 2 であ

る 。 乙の表から分かるように少々高くつくが， 将来 ζ

の装置を有効に利用するためには， 表 1 の(ロ)と表 2 の

(斗の組合せで， テープはカ ー トリッジがベターと判断

し， ζ の構成を採用した。

図 1 構成図

A. B. 
セレク l ボタン セレ7 トボタ ン

スピー~-
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表 1 映像プロック分割方式による比較

瓦註と竺三| 製 作 価格| ソフ ト 製作面よ り 活 用 '性

付)固定 4 一分割|安
(ロ) 不等分分ブロック分割 I 宣同
(4 割以内全て可) ぃ|良…製作できる | 即活問

表 2 音声側よりの 比 較

ぷ~I プ フ | デッキ| 音声の頭出し時間 | テ引損傷 | 雪山器 ~ I 活用性
い) 糊A I オ ーブン 台 l セレク ト するテー叶早巻するので | 困難 | 安価 | 限定さ

より遅くなる 激しい れる

判献A j エシドレスオープン 台 | セレク ト均一| 同
より早遅がある 上 | 向上 | 向上 | 向上

村一カセッ ト |連続で同 じテサセ[
台 るレク 卜 されると遅くな 同 上岡て|高価 l 良

l エンドレスカ ー ト hl 
(斗 構成B I i，ッF 又トはエン ド レスカセ 4 台|いかな硝でも早い |早巻…|向 上 |同 上 |で傷み少ない 良

(2) 各ブロックの設定変更は， デジタノレで簡単に変更可

能とした。

(3) 映像と音声の同調は， プロジェクタ ーで頭出 しが行

われる乙とにより ， そのテーマに該当するデッキが稼

動しスラ イ ドの解説，駒送りおよび終了のコン ト ロー

ノレをする。' 録音方式は図 2 のとおりで， 別途製作した

信号発信機により 4 チャンネノレステレオテープレコ ー

ダーを使用 し . B' G ・ M. ナレーションと共に . Q

信号 (l ， OOOHz) を，当館において吹き込んでいる。

とれは館内の各コ ーナー解説放送用テープと兼用に使

用できるようにしてある。

図 2 録音内容

1 1 ラ y ク

2 トラック

3 1 ラソク

41 ラック ibLJ;: 
ぐ一一一テープ走行方向

ω) 直接映写を考えていたが， スペースなどの関係上 ミ

ラ ーを 1 枚使用した。

(5) どのテーマに関心が深いかを知るために各テーマど

とにカクンタ ーを取り付けた。

(6) スライドを入れ替えたり ， 各カッ ト を確認する時に

便利なように ， 手動に切 り替えた時に使用できるキー

ボー ド コ ン ト ロ ー ラを内蔵した。

5. おわりに

最初の計画では ， カッ ト 数が最低 160 で，プロジ ェ ク

タ ー 2 台を使用しディゾノレブとし，セレク ト 数も 8-10

としていたが，予算の制約もあり実現に至らなかった。

しかし， 仕様乙そダクシしたが完成 して 1 年余りの聞に

ト ラブノレは皆無であることは喜ばしい限りであった。

現在は自作の安全スライド 3 本と当館の行事予定， 安

全講演会案内など 5 本のスライドにとどまっているが，

将来は， 独自の製作スライドを増し， トレイごとに部門

別に収納し， それを取り替えて一定期間映写できるよう

にし， 乙の装置を有効に活用し，技術館の充実と発展に

役立たせたいと思っている 。 (谷井一夫)

参考

労働省大阪産業安全技術館は， 東京の産業安全技術館

と同じく労働省産業安全研究所の付属施設であり ， その

分館として昭和36年 4 月大阪市東区森之宮に設立された

もので， 組織としては次の関係にある。

一一←ー庶務課

一一「一安全技術課
(課長香坂敏夫)

」一大阪産業安全技術館
/館長田中辰雄 1 

所 長一-1 \大阪労働基準局安全課長兼任/
( }I! 口邦供) 1 機械研究部

一一土木建築研究部

一一化学研究部

一一電気研究部
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「サンシャイン・レザリアム」 見学記

全科協編集委員 5 名は， 東京池袋に昨年秋オープジし

た「サンシャイン ・ レず 3 アム」を見学した。パジフレ

ッ ト によれば， 体験したというべきなのか。レヂリアム

ショーについては， すでに全科協ニ ュースの第30号 ， 31 

号， 35号で河原郁夫氏，演根洋氏 IL よりその歴史や演出

方法が紹介されているが，今回見学したものは ， 3 年前

京都 .KBS レヂリアムセンターで公開された仮設 ・ 実

験用の設備とは異なり ， 常設展示となっている。

1950年代後半 1<::: ， レーザ一光線が開発されて以来， そ

の直進性， 鮮明度，色彩の浸透性を応用した光の芸術が

序々に広まってきている。カ D フォノレニアのアイパシ ・

ドラ イヤー は ， レーヂ一光線の特徴を使って新しい表現

の映画を製作しよう としたが， 彼の持つイメージを完全

にはフィノレム上に表現できなかった。芸術分野でのレー

ザ一光線の使用法を探求していた彼は， 研究所の壁lζ映

っ たその光を見ているうち，全く新しい表現方法として

「レザリアム」を考えついたのである 。 1973年グ 3 フィ

ス天文台の初公演以来 4 年聞にアメリカ ， カナダ， フ

ランス ， イギリスの20都市で， 約 600 万人が乙 のレず Y

ア ムを体験したと聞く。

「サ γ シャイン ・ レヂリアム」は，日本文化財団がサ

シ シ ャインシティ ・ ワールドイソポー トマートにある ，

サンシャイン ・ プラネタリワムの施設を，一定時間借用

して設置したものである。我々が入口 I<:::!集まった時に

は， すでに10数名の若者が開演を待っていた。 18時にシ

ョ ーが始まった。観客は30名程であろうか。広い施設に

しては入りが少なし、。投影機は高さ約 2mで，付帯設備

としてテープレコーダーと操作卓があり ， レグリストの

アダム ・ カクブマシ氏が， BGMを聴いた彼のイメージ

東京都児童会館落合善郎

により演出していた。フォ ーマットはステレオ音楽と投

影装置をコントロールするデータの入った 8 ト ラック ・

オ ープンテープに入っている。フォーマッ トは自動投影

用にプログラミングされているが， レザ』ストのイメー

ジを自由に付加させて操作でき るようにもなっている。

レず D ス 卜 の個性が νずリアム ・ ショーの内容を豊かに

してゆくのである。

場内が暗くなるにつれ入場の音楽が流れ，夜空lζ星が

輝きだす。天頂近くに赤，青， 黄， 緑の点が現れ， しだ

いに真綿を引き伸ばすように広がってゆく。音楽はグス

ター プ・ ホノレストの「惑星」。各色の雲は集約され 4 色の

点、 と なりしだいにスピードをつけて線となった。 各色の

線が固まぐるしく交錯し， 音楽が一段と大きくな る。突

然音楽が止み，代わってヨハシ ・ シュトラクスの「美し

き青きドナク」となり ， 線の動きも緩慢になって， 次々

に音楽と，パイプレートした光線が変化してゆく 。 退場

の曲の最後に，再び 4 色の点が天頂に集まり消えていっ

た。 45分間の演出が終わり ， しばらくその余韻に酔って

から席を立った。率直な感じとして，施設の割に利用者

が少ないのが残念であるとともに ， 現象をブラシクに受

け入れられる西欧人と異なり ， 物を理屈により理解しよ

うとする日本人の潜在意識の差が， 西欧で好評だったレ

ザリアムショ ーが， 日本であまりはやらない理由のーっ

かとも思う。

概要を下に列記した。

1. 所在地東京都豊島区東池袋 3 丁目 1 番 3 号

電話 (03) 989-3474 

2. 開 設昭和53年10月 4 日

3 . 投影機米国 νーずーイメージ社製 6A型

4 音響装置 8 ト ラック 8 チヤジネノレ， 30cmスピー

カ -

5 . 開演時間土，日，祝日は午後 4 11寺 5 時 ， 6 1時，

7 時， 81時

平日は午後 5 1時 ， 6 時 ， 7 1侍， 8 1l~f 

6 . 入場料大人 800円 ， 学生 700円

7. 収容人員 260席

8 プログラム 1 種

9 平均利用者数月~金 480/ 日

土 810/ 日

日 ・ 祝 978/ 日

10 . 休館日なし

11. 問い合せ先 日本文化財団 T E L (03) 580-0031 
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アイデ ィ ア・コーナー

携 帯いす (ハンドチェアー) の利用

本館で携帯いすを使用するようになったのは 6 年前 時に，いすを使用して学習するが，利点としては生徒

からである 。 一日青少年センター(県下の中学 2 年生 がーか所にまとまりやすい ζ とと ， 坐る乙とにより展

が県立青少年センターで理科実験や， プラネタ Y クム 示が後列の生徒によく見え， 40分間を疲れる乙となく

などの学習内容を選択し利用する 。)の博物館コース 学習できるととである 。

で ， - 10Jえば生徒が「植物」を重点コースと選択した場 乙のいすの特徴は 1 個約 1. 7 K9の重 さで，携帯用

合 ， 植物担当の学芸員が植物の展示を中心 IC，神奈川 のいすとしては軽く ， 折りたためば手さげかばんのよ

うな形になる。 小学校低学年でも取り扱いは簡単であ

る 。 ネコス附から昭和48年に 2 台の運搬車 と

共lζ96胸lを購入したが， いす本体と脳l との接

続f，flのネジがとれやすいのが難点といえる。

いすは本館入口の受付に常備し，個人入館

者の希望に対しても貸し出しているが，特別

展期間中や祭日の混雑している H寺はお断りし

いすの利用回数は一日青少年セ ンタ ーが一

番多く ， ついで一般利用者で夏休みの 7 ~ 8

月とろが多い。 当館の展示面積が広いため，

いすの貸出しが可能であり，効果的 lζ活用さ

れていると恩われる。

(神奈川県立博物館生出御故〕

第 8 回博物館事業研究会について

第 8 回全科協博物館事業研究会は ， I 乙れからの科学 午後は， 東京大学教養学部教授の渡辺正雄氏を講師と

博物館のあり方を考える」を研究テーマとし，さる 3 月 して ， I科学の発達と科学博物館」のテーマで講演が行

28日か ら 30 日までの 3 日間実施された。会場は国立科学 われた。その主な内容は ， 従来科学をすでにできあがっ

博物館と電気通信科学館で，参加者は事務局を含め18名 たものとしてみる乙とに重点が置かれてきた傾向があつ

であった。 たが， 人聞の知的な営みとしてっくりあげられていく 科

学ということも合わせて考えないと ， 科学の認識が一面

第 1 日 目一ーはじめに全科協理事長福田繁国立科学博 性になるというととを，科学史研究の立場から説明され

物館長からあいさつがあった。その主旨は，国際化時代 た。さらに西洋の科学は， 芸術や文学と波及しあって，

における博物館としては， 国際理解と国際親善を目的と 共通な文化的地盤で発達してきたものであり ， 科学を産

する共通の認識に立って国際的 lζ開放された博物館であ み出した面との比較によっ て日本の特質が分かり ， 両方

る必要があり ， さらに博物館の近代化を前提として人の が分かる乙とによって国際的な視野lζ立てるという乙と

近代化を図らなければならないというものであった。国 を示唆された。

際交流の方法として， 展覧会の交換， 資料の交換， 人の 講演についての質疑応答後， 科学博物館の現状につい

交流にふれ， 最近のイコムの動向を紹介し，さ らにユネ て， 考え直さなければいけない問題点を話 し合った。

ス コ の計画 している国際的な研修等，今後の方向を示唆

する有意義な内容であったc 第 2 日目ーーはじめに女子聖学院教諭 鈴木健一氏から

続いて参加者の自己紹介， 事務局からの 日程説明等が 「理科教育の立場から期待する科学博物館」について話

あった。 題提供があった。学校での博物館利用状況の説明後，現
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場から科学博物館に対する注文がいくつか提出 された。 第 3 日 目一一会場を電気通信科学館へ移し， 前島敏郎事

その内容は， ①事前指導用の資料が少なすぎる ， ②パン 務局長の説明と案内により電気通信科学館における博物

ブレット ， スライド 8 ミリ ， ビデオを整備してほし 館活動の現状を見学した。午後は，全体のまとめとして

い， 特に事前lζ利用できる工夫，③授業中に見学できる 今後の科学博物館についで話予し合った。

ょう近い所に博物館があるとよい，④展示内容は学校の
教科とある程度密着したもの，年齢に応じた段階的なも 山山内ん，.，.... , ..... ，......，...，..、山内・，... ,\,. .. , ..... ，，..，..，..，.. ，...、.，"-.，...........

のがほしい， ⑤説明員， ⑥学校と共同で見学課題の作

成， 視聴覚設備のととのったホ ーノレ ， ③食事場所， 手洗

所の完備，などである。さらに，博物館員と教師の個人

的な努力により ， 博物館をどう見るかなどの研修会や研

究会を通して学校と博物館の教育システムをつくりあげ

てはどうかという提案がなされた。

あとがき

O全科協ニュース(通巻第47号)をお届けします。

発行が大変遅れてしまったことをお詫びいたします。

O本年は国際児童年です。各会員館園においても各種の

関連行事の計画があると思いますが， 本ニュースに対

しての投稿および情報提供について御協力くださるよ

うお願いします。(事務局〉

午後は. íζ れからの科学博物館のあるべき姿」を教

育活動を中心として討議を行った。

[函[
株 式 会 社 東京スタデオ

本社 東京都豊島区駒込1 - 14 - 6 TEL 0 3 ・ 946 ・ 8241

TOKYO SAPPORO SAITAMA HAMAMATSU TOYOHASHI KYOTO 

VTR制御装置

MODEL 
VC-772B 

VTRテープの消耗と機器の故障を
著しく漏らします。

制，

" 曹曹司書圏直 冷

定価 ￥ 320 ， 000 

東通テクニックスは 、 コミュニケーションを

トータルにj寅出 します。

O AV機器の販売、 システム設計、施工、運用業務

O デジタル機器の販売、システム設計、施工、運用業務

0特殊装置の開発、 製造

O AV用 ソフ ト制作

0 コンピューターソフト制作

0各種コンサルタン卜業務

同社 家込テ…スー叩区赤坂叩番3号一…|l -…ッシ山
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